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年頭のご挨拶

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

森
竹　

治
一

大
分
県
知
事　

広
瀬　

勝
貞

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商

工
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
地
域
経
済
の
振
興

や
県
勢
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

現
在
、
国
内
景
気
は
、
緩
や
か

　

商
工
会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
に
中
津
市
で
発

生
し
た
土
砂
災
害
を
は
じ
め
、
相

次
ぐ
豪
雨
や
地
震
に
よ
り
多
方
面

に
お
い
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

会
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
商
工
会
連

合
会
、
そ
し
て
会
員
皆
様
方
の
活

躍
が
大
変
重
要
で
す
。
活
力
溢
れ

る
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合

会
並
び
に
各
商
工
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

す
。

　

そ
の
う
え
、
各
地
で
頻
発
す
る

自
然
災
害
に
備
え
、
事
業
者
の
防

災
、
減
災
対
策
を
行
政
等
と
と
も

に
取
り
組
み
、
会
員
同
士
、
商
工

会
同
士
の
相
互
扶
助
の
つ
な
が
り

を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
べ
き
対

処
し
て
い
く
所
存
で
す
。
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
商
工
会
員
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
方
の
繁
栄
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
、

災
害
に
強
い
大
分
県
づ
く
り
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
９
月
か
ら
は
、

本
県
の
地
方
創
生
を
強
力
に
後
押

し
す
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
TM
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
欧
米
や
大
洋
州
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
成

功
さ
せ
、
地
方
創
生
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
総

合
経
済
団
体
と
し
て
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
寄
り
添
っ
た
支

援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
商
工

す
。
加
え
て
、
消
費
税
率
の
引
上

げ
、
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
や
働

き
方
改
革
な
ど
、
様
々
な
経
営
課

題
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
、
わ
た
く
し
ど
も
商
工
会

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
伴
走
型
支
援

に
力
を
入
れ
、
高
度
化
す
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援

ニ
ー
ズ
や
地
域
、
住
民
等
か
ら
の

様
々
な
要
求
に
的
確
に
応
え
て
い

け
る
よ
う
、
人
材
育
成
と
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
連
携
を

通
じ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

人
等
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

雇
用
環
境
を
早
急
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
当
面
の
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

－

地

方
創
生
を
目
指
し
て
、「
安
心
・

活
力
・
発
展
」
の
大
分
県
づ
く
り

を
加
速
前
進
し
て
い
き
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
県
で
は
、
毎
年
の
よ
う

に
数
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
防
災
・
減
災
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
一
日

見
直
す
一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
国
内
景
気
は
、
米
中
貿

易
摩
擦
の
激
化
で
世
界
経
済
が
悪

影
響
を
受
け
る
と
の
見
方
が
強

ま
っ
て
い
る
な
ど
、
海
外
経
済
の

不
透
明
性
が
懸
念
さ
れ
つ
つ
も
、

企
業
収
益
と
雇
用
情
勢
の
改
善
が

続
き
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、地
方
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、
人

口
減
少
に
伴
う
働
き
手
の
不
足
や

域
内
で
の
消
費
の
縮
小
が
深
刻
さ

を
増
す
中
、
人
件
費
や
原
材
料
の

高
騰
、
後
継
者
の
不
足
な
ど
、
厳

し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

に
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
米
中
貿

易
摩
擦
の
影
響
、
本
年
10
月
に
控

え
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
な

ど
、
景
気
変
動
の
要
素
も
多
い
た

め
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
企
業
の
人
手
不
足
感
は
一

段
と
強
ま
っ
て
お
り
、
働
き
方
改

革
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

若
者
、
女
性
、
シ
ニ
ア
層
、
外
国

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
、
そ

の
ご
家
族
の
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
亥
」
は
、

無
病
息
災
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
亥
年
に
は
、
地
震
が

多
い
と
言
わ
れ
災
害
へ
の
備
え
を

➋

商工連だより



　

商
工
会
は
、
向
こ
う
５
年
間
の
組

織
・
事
業
目
標
と
し
て
「
新
商
工
会

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
皆
様
の
支
援

ニ
ー
ズ
や
行
政
等
の
多
様
な
要
求
に

応
え
る
と
と
も
に
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
に
備
え
、
事
業
者
の
対
策
や
会

員
同
士
・
商
工
会
同
士
の
つ
な
が
り

を
よ
り
強
固
に
し
対
処
し
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
会
で

は
次
の
６
項
目
に
つ
い
て
決
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ　

地
域
を
元
気
に
す
る
大
型

経
済
対
策
の
実
施

Ⅱ　

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策
の
大
幅
拡
充

Ⅲ　

地
方
創
生
に
向
け
た
農
商

工
連
携
の
推
進

Ⅳ 
 

消
費
増
税
・
軽
減
税
率
へ

の
万
全
な
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
環
境
の
整
備

Ⅴ　

被
災
地
域
の
復
興
支
援
と

共
済
等
を
活
用
し
た
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の

推
進

Ⅵ　

会
員
増
強
・
組
織
率
向
上

に
よ
る
組
織
強
化

《
中
小
企
業
長
官
表
彰
》

優
良
女
性
部

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会 

女
性
部

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

事
業
推
進
優
良
商
工
会
（
商
工
会

法
施
工
55
周
年
特
別
枠
部
門
）

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
に
伴

う
経
営
発
達
支
援
事
業
の
実
施

　

国
東
市
商
工
会

優
良
青
年
部

宇
佐
両
院
商
工
会
青
年
部

役
員
功
労
者
（
24
）

　

中
岩　

秀
夫
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

甲
斐　
　

修
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

稲
月　

恵
治
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

河
野　

孝
子
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

成
重　

紀
子
（
西
国
東
商
工
会
）

　

浜
田　

洋
介
（
姫
島
村
商
工
会
）

　

小
笠
原
義
秀
（
杵
築
市
商
工
会
）

　

清
家　

壽
人
（
日
出
町
商
工
会
）

　

小
谷　

俊
幸
（
日
出
町
商
工
会
）

　

渡
邉　

順
一
（
日
出
町
商
工
会
）

　

今
井　

末
臣
（
日
出
町
商
工
会
）

　

佐
藤　

一
一
（
日
出
町
商
工
会
）

　

小
田　

宜
男
（
日
田
地
区
商
工
会
）

　

藤
原　

広
幸
（
日
田
地
区
商
工
会
）

　

高
倉　

鉄
己
（
日
田
地
区
商
工
会
）

　

伊
藤　

成
隆
（
日
田
地
区
商
工
会
）

　

湯
浅　

正
徳
（
日
田
地
区
商
工
会
）

　

菅
原　

楠
生
（
日
田
地
区
商
工
会
）

　

草
場　

憲
雄
（
野
津
町
商
工
会
）

　

徳
丸　

興
司
（
野
津
町
商
工
会
）

　

赤
峰　

幸
弘
（
野
津
町
商
工
会
）

　

竹
田　

公
徳
（
野
津
町
商
工
会
）

　

三
原　
　

隆
（
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
）

　

山
矢　

隆
彦
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

）

青
年
部
功
労
者
（
２
）

　

大
内　

直
樹
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

合
谷　

公
児
（
日
田
地
区
商
工
会
）

女
性
部
功
労
者
（
２
）

　

山
下　

和
子
（
杵
築
市
商
工
会
）

　

小
出
奈
津
枝
（
野
津
原
町
商
工
会
）

《
平
成
30
年
度

む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
》

全
国
連
会
長
表
彰

　

㈲
川
津
食
品「

わ
さ
び
ペ
ッ
パ
ー
」

（
日
田
地
区
商
工
会
）

第
58
回
商
工
会
全
国
大
会

　

11
月
15
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
全
国
か
ら
商
工
会
関
係
者
約
３
千

人
が
一
堂
に
会
し
、
第
58
回
商
工
会
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の
森
全
国

連
会
長
は
、「
商
工
会
で
は
、
小
規
模
事
業

者
に
経
営
力
向
上
や
事
業
承
継
等
の
経
営

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
持
続
的
な
発
展

を
す
る
た
め
の
各
種
の
支
援
に
取
り
組
み

た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

農事組合法人いちはらファーム市原豪氏

股尾経営指導員

吉冨商工対策調査会長挨拶の様子

　

12
月
３
日
、
県
内
の
商
工
会
長
は
、
大
分
県
議
会
自
民
党
会
派

の
商
工
対
策
調
査
会
（
会
長　

吉
冨　

英
三
郎
氏
）
と
意
見
交
換

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
商
工
会
に
よ
る
経
営
改
善
普
及
事
業
及
び
地
域

振
興
事
業
の
取
組
み
事
例
等
を
通
じ
て
商
工
会
の
役
割
や
活
動
内

容
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
等
を
受
け
課

題
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
商
工
会
や
会
員
事
業
所
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望
等
も
行
い
、
今
後
の
商
工

会
活
動
の
充
実
、
強
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
例
発
表
で
は
、
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
の
会
員
企
業
で

あ
る
農
事
組
合
法
人 

い
ち
は
ら
フ
ァ
ー
ム 

理
事 

市
原
豪
氏
に

よ
る
「
大
分
県
産
か
ぼ
す
を
活
用
し
た
甘
酒
等
の
開
発
、
販
路
開

拓
に
つ
い
て
」
と
、
杵
築
市
商
工
会　

股
尾
経
営
指
導
員
に
よ
る

「
持
続
化
補
助
金
の
活
用
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
」

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
、
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
議
員
の
方
々
は
、
商
工
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
は
じ
め
に
、
森
竹
会
長
か

ら
事
業
承
継
の
推
進
に
つ
い
て
、
次
に
玖
珠
町
商
工
会
の
原
会
長

か
ら
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

吉
冨
商
工
対
策
調
査
会
長
か
ら
地
域
活
性
化
に
向
け
て
意
見
を

拝
聴
し
な
が
ら
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
商
工
対
策
調
査
会
と
商
工
会
長
と
の

意
見
交
換
研
修
会
」
を
開
催

第58回商工会全国大会

商工連だより
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大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
大

内
直
樹
会
長
）
は
、
11
月
21
日
・
22
日

に
広
島
市
の
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
た
、「
第
20
回
商
工
会
青
年

部
全
国
大
会
（
広
島
大
会
）」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
県
内
か
ら
の
62
人
を
含
む
全

国
か
ら
約
３
，
６
０
０
人
の
青
年
部
員

が
集
結
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
全
国
大
会
で
は
、
全
国
各

ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
者
が
発

表
を
行
い
、「
青
年
部
活
動
を
通
じ
て

貫
い
た
志
」
と
題
し
て
発
表
し
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
渡
邉
貴
志
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
青
山
学
院
大
学
で
箱

根
駅
伝
総
合
四
連
覇
を
達
成
し
た
原
晋
氏
（
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
長

距
離
ブ
ロ
ッ
ク
監
督
）
が
『
明
日
か
ら
取
り
入
れ
た
い
！
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

が
で
き
る
最
強
の
思
考
改
革
』
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
く
の
困
難
を
克
服

し
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
商
工
会
青
年
部
に
送
ら
れ
る
全
青
連

顕
彰
「
ま
ち
づ
く
り
部
門
」
に
お
い
て
、
佐
伯
市

番
匠
商
工
会
青
年
部
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
青

年
部
員
同
士
の
商
取
引
促
進
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
た
商
人
（
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商

談
会
で
は
、
今
回
初
め
て
、
専
門
家
に
よ
る
講
評

が
行
わ
れ
、
発
表
者
だ
け
で
は
な
く
聴
講
者
に

と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
学
び
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
47
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ

の
県
青
連
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
一
体
感
に
包
ま
れ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
12
月
４
日
・
５

日
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
青
年
部

員
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
大
内
直

樹
会
長
）
で
は
、
県
青
連
組
織
化
50
周
年
を

記
念
し
て
、
12
月
５
日
、
ホ
テ
ル
日
航
大
分

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
に
お
い
て
広
瀬
県
知
事
を

始
め
、
多
数
の
来
賓
、
ま
た
青
年
部
員
85
人

出
席
の
も
と
、記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
の
今
後
に
つ
い
て
、
市
原
実

行
委
員
長
は
、
現
役
青
年
部
員
を
代
表
し
て

「
青
年
部
活
動
を
通
じ
、
地
域
貢
献
活
動
だ

け
で
な
く
、
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る

青
年
部
を
目
指
し
た
い
。」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。
感
謝
状
贈
呈
式
で
は
歴
代
県

青
連
役
員
を
代
表
し
て
、
４
人
の
歴
代
会
長

に
こ
れ
ま
で
の
功

績
を
称
え
る
感
謝

状
が
大
内
直
樹
会

長
か
ら
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ

き
式
典
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、
野

津
町
商
工
会
青
年

部
と
佐
伯
市
あ
ま

べ
商
工
会
青
年
部

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
披
露
さ

れ
、
記
念
式
典
に

華
を
添
え
、
盛
会

裏
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
～
８
日
、
女
性
部
県
外
研
修
を

実
施
し
、
県
内
女
性
部
長
等
69
人
が
「
第
20

回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
兵
庫
」
へ
参

加
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
や

特
産
品
を
使
っ
た

商
品
開
発
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
し
、
今
後
の
女
性
部
活
動

の
参
考
と
な
る
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

や
ま
せ
蒲
鉾
㈱
の
工
場
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
お
も
て
な
し
を
担
当
し
た
中
播
磨

地
区
女
性
部
員
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
外
研
修
に
は
、
２
０
２
０
年

全
国
大
会
（
大
分
大
会
）
の
開
催
に
向
け

て
、
多
く
の
部
員
が
参
加
し
、
熱
心
に
大

会
運
営
の
様
子
や
物
産
展
を
確
認
し
た
こ

と
で
、
大
分
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

し
、
今
後
の
準
備
に
役
立
て
る
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
大
分
県
功
労
者
表
彰
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
商
工
業
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
県
知
事
表
彰
・
商
工
労
働
関
係
功
労
者
】

　

森
脇　

久
代

 　

（
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
女
性
部
長
）

平
成
30
年 

大
分
県
功
労
者
表
彰

女
性
部
県
外
研
修

大
分
県
青
連
組
織
化
50
周
年

記
念
式
典
の
開
催

青
年
部
県
外
研
修

 

第
20
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
広
島
大
会
）

おもてなし会場での様子

全国大会へ参加した女性部員

感謝状贈呈式野津町商工会青年部歌謡ショー

全青連顕彰の様子

大会フィナーレ

➍
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「地域資源活用プログラム」の事例紹介
大分県産かぼすを活用した甘酒等の開発
●補助事業に取り組むきっかけ、背景
　当社は有限会社市原建設工業の土木技術を活かした農業参入として平成20年に会社を
設立して以来、大分県の特産であるかぼすや椎茸を生産してきました。かぼすはビタミ
ンＣが多く、抗酸化作用や美白効果が高いのが特徴です。
　しかし、消費地域がほぼ大分県内に限定されるかぼすは、気候等により生産量が少な
い年にも価格が上がらず、知名度を全国的に拡大するとともに安定した付加価値をもた
らすかぼす加工品の開発・販売を悲願としてきました。商品開発に関して社内で検討し
た結果、同地域で同じ青年部で甘酒を生産している「有限会社亀の甲」と共同で商品を
開発することに成功しました。目標としていた類似する従来製品にない通年での一貫し
た原料・商品供給、高い地域性とギフト適性という機能を付加した製品にすることができ販売してきました。今後
は複数の都市圏高質店やリゾート・レストランを開拓し、全国・海外に市場を拡大していきたいと考えています。

●代表者のコメント
　商工会からのご支援もあり、当社のKABOSU AMAZAKEは販売から２年余りで、大きく販路を広げることができまし
た。また、地域資源であるかぼすを利用した商品の販路拡大などを目的とした地域産業資源活用事業計画を作成し

経済産業省より認定をいただきました。これからは、地域産業資源活用事業を
活用しながら新商品開発、海外を含めた販路開拓と自社工場の設立による品質
管理の徹底を図っていく所存です。それに伴い大分県の特産品であるかぼすの
消費拡大・情報発信に貢献していきたいと考えています。
　KABOSU AMAZAKEは、１本（500ml）1,500円（税別）

会 社 名：農事組合法人いちはらファーム
代表者名：市原文子
所 在 地：大分県佐伯市弥生大字上小倉250番地1
電　　話：0972-46-2916　ＦＡＸ：0972-46-3067
Ｈ　　Ｐ：http://www.ichiharafarm.com/

理事　市原豪さん

『悩まず どんとこい労働相談』

１　期　　　間
　　平成31年２月１日（金）～２月７日（木）

２　受 付 時 間
　　平　日 ９時～20時（来所の受付は18時30分まで）

土・日 ９時～17時（来所の受付は16時まで）
※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館裏玄関

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。】

３　相談の方法
　　（１） 電話相談 097-536-3650（相談専用ダイヤル）

　　 　　　　 097-506-5251・ 097-506-5241

（２） 来所相談 大分県労働委員会事務局 （大分県庁舎本館７階）

なお、この期間以外でも、平日（９時～17時）であれば、
随時労働相談を受け付けています。

大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、労働条件など
の労使間トラブルについて、電話、来所での相談を無料でお
受けします。秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。
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【実施時期】2019年10月1日（消費税率引上げと同時）
【税　　率】標準税率10％、軽減税率８％
【対象品目】①酒類・外食を除く飲食料品、②週２回以上発行される新聞（定期購読契約に基づくもの）
【区分経理】これまでの記載事項に税率ごとの区分を追加した請求書等の発行や記帳などの経理が必要

《請求書と帳簿の記載例》

①軽減税率対象品目に「※」や「☆」等の記号を記載し、「※は軽減税率対象品目」などと表示
②税率（10％、８％）ごとに合計した税込対価の額を記載
③帳簿は税区分欄を設け「８％」と記載する方法や税率コードを記載する方法も可

【軽減税率制度に関するお問合せ先】

請求書
㈱〇〇御中

××年11月２

割り箸
牛肉　※  ①

合計

550円
5,400円

43,600円
・・・・・・・・・・・・・・・

（10％対象　22,000円）
（８％対象　21,600円）

・国税庁ホームページ内の「消費税の軽減税率制度について」
・専用ダイヤル 0570-030-456 【受付時間】9：00～17：00（土日祝除く）

【軽減税率対策補助金等に関するお問合せ先】
・「軽減税率対策補助金事務局」ホームページ
・フリーダイヤル 0120-398-111 【受付時間】9：00～17：00（土日祝除く）

※は軽減税率対象品目 ①

②

㈱△△

総勘定元帳（売上げ）

消費税の軽減税率制度（区分経理）が実施されます

各　　種　　お　　問　　合　　せ

㈱△△

月 日 摘要 借方 貸方
11 ２ ㈱〇〇  雑貨
11 ２ ㈱〇〇  食料品 ※  ①

22,000
21,600

総勘定元帳（仕入れ） ㈱〇〇 ③
月 日 摘要 税区分 借方 貸方
11 ２ ㈱△△  雑貨
11 ２ ㈱△△  食料品

22,000
21,600

10％
８％

※は軽減税率対象品目   ①

事業主の皆様へ

これからの「働き方」が変わります！！
～2019年4月1日から、働き方改革関連法が順次施行されます～
①時間外労働の上限規制が導入されます！

②年次有給休暇の確実な取得が必要です！

③正規雇用労働者と非正規労働者の間の不合理な待遇差が禁止されます！

時間外労働の上限について、月45時間、年360時間未満を原則とし、臨時的な特
別な事情がある場合でも年720時間、単月100時間未満（休日労働含む）、複数
月平均80時間（休日労働含む）を限度に設定する必要があります。
（施行日：2019年4月1日～ ※中小企業は、2020年4月1日～）

〇使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
　毎年5日、時季を指定して、有給休暇を与える必要があります。（施行日：2019年4月1日～）

〇同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇用労働者、
　派遣労働者の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに、不合理な待遇差が禁止されます。
　（発行日：２０２０年４月１日～ ※中小企業は２０２１年４月１日～）

「働き方」に関する詳細・お悩みについては、こちらまでご連絡ください。

大分労働局　雇用環境・均等室（TEL：097-532-4025）

お知らせ

➏



 

 

 

 

第
１
９
１
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

11
月
18
日
㈰
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
76
人
が
受
験
し
、
49
人
が
合

格
。
そ
の
中
で
、
１
級
合
格
者
は
１
人

で
し
た
。
難
関
で
あ
る
１
級
合
格
者
の

市
町
村
名
、
氏
名
等
を
写
真
と
共
に
紹

介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

国東市
国東市立安岐中央小学校 ６年生

矢野　琴音さん

http://www.oita-cgc.or.jp/

資金
調達

事業
承継経営

創業

中小企業・小規模事業者のみなさま
お気軽にご相談ください！

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

お知らせ

➐



大
お お ち

地酒造株式会社
所在地：大分県佐伯市船頭町14-14
電　話：0972-48-9388
ＦＡＸ：0972-48-9387
Ｈ　Ｐ：http://www.saiki.tv/~ochi-s/

▲左から理事長の倉原さん、前社長の大地さん、代表の池田さん

大
地
酒
造
株
式
会
社
は
平
成
30
年
10
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
先
代
の
大
地
社
長
が

後
継
者
不
在
で
廃
業
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
７
年
前
か
ら
酒
造
り
を
手
伝
っ
て
い

る
佐
伯
市
上
浦
に
あ
る
池
田
学
酒
店
の
店
長
で
あ
る
私
（
池
田 

敬
）
が
「
卓
越
し

た
酒
造
技
術
は
途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
後
継
者
に
名
乗
り
出
て
、
先
代
か

ら
技
術
伝
承
を
行
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
今
年
10
月
に
事
業
承
継
（
第
三
者
承
継
）

を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
代
と
と
も
に
４
年
前
に
作
り
上
げ
た
商
品
が
清
酒
純
米
吟
醸
「
龍
爽

香
（
さ
ち
か
ぜ
）」
で
す
。

こ
の
お
酒
は
、
地
元
佐
伯
市
内
で
栽
培
し
た
酒
米
（
山
田
錦
）
を
佐
伯
市
内
の
酒

造
所
で
醸
造
し
た
生
粋
の
地
酒
で
す
。
原
料
と
な
る
山
田
錦
の
生
産
・
供
給
や
製
品

の
瓶
詰
・
ラ
ベ
ル
貼
り
に
つ
い
て
は
、
長
年
関
係
の
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
び
こ

ク
ラ
ブ
」
の
障
が
い
者
の
方
々
に
業
務
を
委
託
、
作
業
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
酒
造

り
の
一
端
を
担
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

純
米
吟
醸
「
龍
爽
香
（
さ
ち
か
ぜ
）」
は
、
障
が
い
者
の
働
く
先
を
増
や
し
た
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
」
の
倉
原
理
事
長
と
、
お
い
し
い
酒
で
日
本
酒
文

化
再
興
の
願
い
を
込
め
た
先
代
と
、
田
植
え
か
ら
製
造
ま
で
を
手
掛
け
た
う
ま
い
酒

を
多
く
の
人
に
飲
ん
で
ほ
し
い
私
、
３
人
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
乗
せ
た
、
他
で
は
絶
対

に
ま
ね
の
で
き
な
い
商
品
で
す
。

雑
味
が
少
な
く
、
味
わ
い
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
食
中
酒
と
し
て
も
様
々
な
お
料

理
に
寄
り
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
米
の
品
質
も
酒
の
味
も
年
々
上
が
っ
て
き

て
い
る
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
私
ど
も
の
手
掛
け
た
酒
を
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。
純
米
吟
醸
「
龍
爽
香
（
さ
ち
か
ぜ
）」
は
、
４
合
瓶
で
１
５
０
０
円
・

一
升
瓶
で
３
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）。
佐
伯
市
上
浦
浅
海
井
浦
の
池
田

学
酒
店
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（https://store.shopping.yahoo.co.jp/

k-ikeda/

）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
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